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目的

就職活動を経験した４年生とまだ就職活動を
経験していない２・３年生の考える、「職業
に対するイメージ」のギャップを調べる。



仮説

学年によって職業に対するイメージの差が出る



実験方法

・４０人（４年生１１人、２・３年生２９人）
の多摩大学の学生にアンケート

・アンケート結果を因子分析
・SD法の７件法
・アンケートに使った職業・・・「事務・ス
ポーツインストラクター・研究開発・公務員・
販売業・サービス業・客室乗務員・コンサル
ティング・SE・企画・マーケティング・営
業・バイヤー・教師」



アンケート



結果
４年生

因子分析

２・３年生

因子１を、「頭をよく使うイメージ」因子
２を、「人と接することの多いイメージ」

因子１を、「頭をよく使うイメージ」
因子２を、「人と接することの多いイ
メージ」



考察

・４年生・・・因子１は、「研究開発、公務員、事務」が同じ分
類にでき、また、「スポーツインストラクター、販売業、サービ
ス業」はマイナスが付いていて反対の反応が出ているが似ている
と判断できる。
・２・３年生・・・因子２の「研究開発、事務」はマイナスが付
いているが人と接することがあるという部分が共通していると判
断できる。

４年生は、「研究開発や事務」が因子１にあったが２・３年生で
は因子２にあった。４年生は職業のことを理解しており２・３年
生はいろんな職業が混ざっていた。


